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大長谷村づくり協議会

～ な が た ん 農 援 隊 ～

○急激な過疎化が進む中、平成17
年に協議会を設立し、都市農村
交流活動を推進。

○平成22年、リピーターとなる都市
住民を集め、「ながたん農援隊」
を発足。

○山菜やキノコの収穫、有機野菜作
り等の里山体験を実施。炭焼きや
輪かんじき作り等、伝統文化も継承。

○各種ワークショップ、基調講演の実
施や、山菜イタリアンの開発等。

○登録隊員数は100名超。富山県内
のみならず、関東・東海・関西まで
広域的な交流が定着。

○食材をテーマにした交流の結果、
食文化の再発見や、新たな調理方
法の創出等の効果。

○現在、年間約1,000人の訪問者
数を5,000人程度まで拡大するこ
とを目指す。

○各地での講演、事例紹介等によ
り、他地域との連携を強化してい
く。

大長谷村づくり協議会

富山県富山市八尾町庵谷１０ TEL：076-458-1415  FAX： 076-458-1415

お お な が た に

の う え ん た い

隊員による野菜作り 山菜イタリアン

経 緯 取組内容

活動の成果 今後の方針



該当
カテゴリー

該当
カテゴリー

●朝・昼２回のセリ見学、見学活動と衛
　生確保を両立させる施設改築、「カニ
　給食」（市内全小学６年生にベニズワ
　イガニ丸ごと１匹プレゼント）による魚
　食普及、高校生を対象とした魚のさば
　き方教室等を実施
●「新湊カニかに新鮮白えびまつり」に
　おいて、新湊漁港で水揚げされるベ
　ニズワイガニや白えび等の販売や食
　の提供
●若手漁師によるマコガレイのブランド
　化やイワガキの養殖技術の実用化

新湊の魚、日本一。食べに来られ！

●「新湊カニかに新鮮白えびまつり」は、
　県内外からの集客があり、毎年約４万
　から５万人の集客。昼セリ見学者数は
　１年で４倍に（H25-26）

●新湊で水揚げしたマコガレイを数日
　間養育し、肉厚の状態の良いものを
　「万葉カレイ」として付加価値を付けて
　出荷

食　育

「食」の
提供・活用

地産地消

富山県 射水市
し　ん み な と

万葉カレイの試食会

市内の小学校でカニ給食

昼セリの見学

概　要 成 果

●地域の伝統食「潮鰹」の神事の再現
　や、地域の団体と連携して、鰹漁で栄
　えた当地の歴史や食文化に着目した
　イベントを共催
●地域のグルメ「西伊豆しおかつおうど
　ん」を通じて、Ｂ－１グランプリに出展
　し、食の提供とともに地域をＰＲ
●学校給食での「西伊豆しおかつおうど
　ん」の提供と、潮鰹の歴史など出張授
　業による食育活動

❾西伊豆しおかつお研究会 10新湊漁業協同組合
伝統の味でまちおこし！ 伊豆半島を元気に！

●「潮鰹」は、あまりの塩辛さと知名度の
　低さから、製造が途絶えそうな危機的
　状況であったが、活動により生産量が
　増加し、ふりかけや関連商品も販売。
　西伊豆しおかつおうどんの提供店舗
　も３４店舗になるなど、地域の飲食店、
　土産物店、食品会社の売上に貢献
●イタリアのスローフード協会が希少な
　絶滅の恐れのある食材を認定する
　「味の箱船」に認定

６次産業化

農商工連携

地産地消

静岡県 西伊豆町

概　要 成 果

浅間大社奥宮へ奉納

中学校の食育授業

B-1グランプリに出展

16 17

グランプリグランプリ



該当
カテゴリー

●漁獲量の半分以上を占めるウマヅラ
　ハギの価値を見直し、品質管理を徹
　底し、大きさにより呼称を代えるなどブ
　ランド化

●市内飲食店と連携し、和洋中の様々
　なメニューの開発を実施

●料理教室の開催や市内飲食店、小売
　店等と連携し、魚食の普及促進

魚津海業物語「おいしいお魚、まちおこし」

●ウマヅラハギのブランド化の取組により、
　魚価が900円／ｋgから1,200円／ｋg
　へと1.3倍に上昇（Ｈ23-27）

●漁協女性部がレシピ監修した魚津バ
　イ飯は、「魚の国のしあわせｆｉｓｈ─１グ
　ランプリ」で準グランプリを獲得

●バイ飯は、北陸道ＳＡで販売されるな
　ど、３万５千食を売上（H27）

「食」の
提供・活用

６次産業化

地産地消

富山県 魚津市
う お づ

給食に寒ハギフライの提供

ウマヅラハギをブランド化した「魚津寒ハギ」

ウマヅラハギを利用した定食や加工品

概　要 成 果

12魚津漁業協同組合
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獅子舞の衣装をつけて、地域の祭礼に参加

外国人観光客がこの山村で流し素麺に初
チャレンジ

青山ファーマーズマーケットで利賀の産物出展

南
な ん

砺
と

市商工会 
利

と

賀
が

村
む ら

支部

いま、利賀だから感じる緑と水と人の恵み

〒 939-2507　富山県南砺市 
利賀村 171
tel  0763-68-2527
fax  0763-68-2626
mail  aayoshi@yahoo.co.jp

◆◆都市部の大学生を継続的に受け入れ、山村文化体験と 
食資源の PR を実施。
◆◆修学旅行など、都市部の小中学生を対象とした、長期 
宿泊体験を実施。
◆◆村内の祭事やイベントに合わせ、外国人観光客や若者 
ボランティアを受け入れるなど、地域活性化に取り組む。

◆◆山村文化体験に参加した大学生が、SNS などで情報発信
を行ったことなどから、平成 29 年度には180人の外国人
旅行者が訪問。
◆◆都市部の学生と協力し、土産品の開発を実施し、都市部
での PR 及び売上向上を図る。
◆◆ 500 人余りの地域住 民のうち、120 人が FB などの
SNS を活用した情報発信を行う。

農林漁業・農山漁村文化体験

地元食材の提供・活用

学生・若者の活躍

該当カテゴリー

概
　
要

成
　
果

富山県

南
なん

砺
と

市
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020

稲作アート田

にんにくを植付け次年度につなぐハーブの利用方法等の説明を受ける参加者

小
こ す が ぬ ま

菅沼 ・ ヤギの杜
も り

コキア（ほうき草 ）の灯りプロジェクト

〒 937-0833 富山県魚津市 
小菅沼 1122 番コラボルーム
tel  090-3297-7215
fax  0765-56-8944
mail  �shibasawa4838@grace.

ocn.ne.jp

 ◆ 少子高齢化・過疎化により耕作放棄地が増加し、
集落の存続が不安視されていた中、原野化して
いた棚田を復元し作物を栽培。
 ◆ メンバー、農村サポーター等の参加で、作物の
作付け・収穫体験や稲作アート等を行い、交流
を促進。

 ◆ 耕作放棄地を解消してコキアやハーブ等の作付
けなどで有効活用。その面積は 1.2ha（平成
27 年度）から 3.3ha（令和元年度）に増加。
 ◆ 作付け・収穫、藍染め体験やほうき作りなどの
イベントを開催。交流・体験参加者は 150 人（平
成 27 年度）から 800 人（令和元年度）に増加。

環境保全

コミュニティ部門

食育・教育

概  要概  要 成  果成  果

富山県
魚
うお づ

津市
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